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人工内耳装用児の言語能力向上のための効果的な療育方法の確立に向けた研究 
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 研究要旨 
先天性難聴児・者の脳データベースを構築のためのMRI撮影を行った。FCEI
ロールプレイを開催し、新生児聴覚スクリーニング後Referとなった場合の家

族への情報伝達の方法について、若手医師のロールプレイに対するアドバイ

スを行った。 
 
 
Ａ．研究目的 
1. 先天性難聴児・者の効果的な療育方法を検

討する目的に、MRI を用いた脳の画像評価を行

い、聞こえと言語能力の関連性を定量的に評価

するための指標を開発することに取り組んでい

る。本年は昨年度作成したプロトコルに基づき

症例の登録を行った。 
２．先天性難聴児・者の言語能力向上のために

は早期からの補聴・療育が必要となる。新生児

聴覚スクリーニング後、速やかに療育への橋渡

しが広く行えるよう若手医師の教育を目的とし

てＦＣＥＩロールプレイを開催した。 
Ｂ．研究方法 
１．研究の同意を得られた患者 4 名に対して

MRIの撮影を行った。2名は fMRIまで施行し、

2 名は小児の為 fMRI の施行は省略した。 
２．8 月 29 日に耳鼻咽喉科医師を対象にＺｏｏ

ｍオンラインにてロールプレイを行った。参加

医師に新生児聴覚スクリーニングＲｅｆｅｒを

告げられた家族、医師のロールプレイをおこな

い、新スク Refer の結果説明・今後の評価につ

いてのムンテラをシミュレーションしてもらい、

それに対するアドバイスを行った。 
 
Ｃ．研究結果   
1. 症例１．11 歳女性、先天性進行性難聴で 2
年前より両側重度難聴となったため、人工内耳

手術を行った。術前に MRI を撮影した。 
症例２．51歳男性先天性の両側高音部中等度難

聴。これまで補聴器の装用は行っていなかった。

今回受診を機に補聴器を装用開始。装用閾値は

良好で満足している。本症例に対してもｆMRI
を施行。 
症例３．1歳男児 両側重度難聴、補聴器装用効

果も乏しく人工内耳を予定している。術前評価

時に MRI を施行。 
症例４．0歳男児 両側重度難聴、補聴器装用効

果に乏しく、両側人工内耳を予定している。術

前評価時に MRI 施行。  
２．新生児聴覚スクリーニング Refer であって

も半数は正常となる一方 Pass であっても難聴

が判明することがある。スクリーニング結果を

伝えるにあたり難聴とは決めつけず、親御さん

の心情に注意しながら説明を行うことの重要性

を解説した。さらに ABR などで難聴が確定した

場合、その後の療育・補聴器装用の重要性、コミ

ュニケーション手段の説明など的確に行うこと

の重要性を解説した。 
Ｄ．考察 
１．fMRI については先天性難聴且つ成人例の条

件が必要であり症例登録がなかなか困難であっ

た。一方人工内耳術前に MRI 施行する症例につ

いては多くが他院で MRI を施行しておりかつ

新たな MRI 撮影に鎮静が必要なため 同意が取

りにくかった。今後自院での MRI を積極的に行

う形で症例登録を進めてゆきたい。 
２．50 名以上の参加が得られ、多くの先生方に、

新生児聴覚スクリーニング refer を受けた後の

耳鼻科医としての正しい対応を知っていただく

ことができた。本年は事前に具体的なロールプ

レイの実例を紹介したため、昨年よりも比較的

にスムーズに進めることができたと考えた。た

だ、5-6 名一組で、全員が十分に行うには時間的

に足りないところがあったのは昨年同様であっ

た。 
Ｅ．結論 
先天性難聴児に対するＭＲＩを用い画像評価の

を行った。耳鼻咽喉科医に対して新生児聴覚ス
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クリーニング後の対応方法についての啓発を行

った。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む。） 
1. 特許取得  
該当なし 
2. 実用新案登録 
該当なし 
3. その他 
該当なし健康危険情報があるようでしたら以下

にご記入ください。研究代表者のほうでまとめ

て総括報告書に記載いたします。 
 
                                            
           


